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第 4１回月例マラソン 

会場を変更して開催 
 11 月 15 日(日)の第 41 回月例マラソンは、コスモ

スの花が満開になった水巻町では会場使用許可が下り

ず、急きょ直方市水辺館前に変更しての開催でした。 

会場は1月10日の「第6回のおがた新春マラソン」

の会場でもあり、コロナ感染対策を講じて新春マラソン

の予行演習も兼ねて開催されました。 

受付に入口を設けて参加者の体温チエックと手の消毒、スタ

ートは 1m 以上離れて位置につく、ゴールして手の消毒をす

る等の対策を取りました。 

当日はランナーには暑いくらいの小春日和となりました。感

染対策もスムーズに行って事故もなく無事に修了しました。今

回の参加者は99名、新規登録者は25名あり、登録者総数は

４４９名になりました。 

次回の12月20日は水巻町の会場で開催します。 

参加者の感想      ●３㌔を走った初参加のお母さんと娘さん 

No448丸山夏央さん「つかれました」。 

No449丸山真沙美さん「もっと早く走れるように練習します」 

●仲間３人と初参加（写真付き） 

No426 土田ゆかりさん「天気も良くて、久しぶりに大会の雰囲気を

味わうことが出来ました」。 

No427土田さゆりさん「完走できたので良かったです」。 

No428柿本未来さん「のどかな場所で走りやすかったです」 

第６回のおがた新春マラソン（2021年 1月 10日開催）締切前に定員へ 

 19 日の締切を待たずに定員になりました。ランネット 976 名、スポーツエントリー296 名、

事務局214名の合計1,486名のエントリ―です。距離別には20ｋｍ993名、10ｋｍ233名、

5ｋｍ86 名、3ｋｍ174 名となりました。今回はコロナ感染対策もあり、事前に大会パンフ等を

配布し、大会２週間前の体調管理チェックシートを受付で提出していただくことになります。 

《役員だより》 気が向いたとき 5 キロ程度、近所の小川に添った道路をランニングしているが、

先日のランニングの折、ツガイらしいカワセミの鮮やかなエメラルドブルーが水面を滑るように追

い抜いて行った。まるで「頑張ってるねぇ、でも年を考えてあまり無理をしないようにね。」と言

われているようだ。ランニング中にカワセミと遭遇すると、その日がいい一日になるような嬉しい

気分になる。いつまでも彼らが生息できる自然が残っていて欲しい。 

 今回のコロナの広がり、資本の論理に依り闇雲に推し進めて行った乱開発・自然破壊の結果、元々

人間との接触が無かったウィルスを持った生物が人との接触により、人々の中に拡散していった一

面がある。そして、コロナ禍等が社会的問題になったとき、富裕層に反し、低所得者層等の経済的

弱者は、充分な治療、検査を受けられないという事態が全世界的に現出している。 

 約 6500 万年前の隕石による地球への衝突がなければ、もしかすると恐竜が闊歩する世界のま

まで、小生物は怯えて暮らしていたかもしれない。そもそも人類は自然に対して無力である。だか

らこそ、後の世代に少しでも住みやすい環境を残すことが現世代の責務である。 

 「人と自然の共生」ランニングをしながらの雑感でした。(田) 
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